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論文内容の要旨

本論文は，光ファイパ通信システムの高度化のために今後必要性が増大すると予想される光スイヴチ

に関し，性能要求条件を考察し，それを満す光スイヴチ，およびそれらを用いた光交換機の構成法の研

究結果をまとめたもので，本文 8 章で構成されている。

第 1 章では，光ファイパ通信における光スイ‘y チの必要性を考察し，本研究の目的，本論文の位置付

けを行っている。

第 2 章では，光ファイパ通信における光スイッチの各種適用形態で必要とされる光スイヴチの性能条

件を明らかにし次章以下で述べる各種光スイッチ研究の目標を明確にしている。

第 3 章では，光の伝搬モードの変換が少く，低挿入損失で大規模化が可能なマトリックススイッチと

して，望遠光学系を用いて入出力ファイパ端面間を結合し，五角プリズムを用いて光路の切替を行う構

成を提案し，光学系の最適設計条件を明らかにし挿入損失 1 dB以下の 10 x 10形スイヴチの試作結果

について述べている。

第 4 章では，大規模化が容易な 1 xN 形スイヴチとして，ファイパ素線どうしを V溝による整列機構

を用いて切替接続する方法を提案し，スイッチの耐久性および接続の安定性の面から可動ファイパのV

溝への最適挿入条件を明らかにし，挿入損失 0.33 dBの 1x9 形， 1.4 dB の 1 x 93 形の各スイッチの試

作結果について述べている。

第 5 章では，高速・低挿入損失の光スイッチ構成法として可動ファイパを圧電体パイモルフで駆動す

る方法を提案し，高速切替のための制御条件を解析し切替時間 840μs の 1 x 2 形スイ、y チの実験結

果について述べている。
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第 6 章では，電気光学結晶上に作られた 3 本の直線状シングルモード光導波路よりなる 3 x 3 形スイ

ヴチを提案し，その制御条件を解析し漏話減衰量 23 dB 以上が得られる乙とを示している。

第 7 章では，光スイッチ以外の，光交換機構成上の検討課題として，空間分割交換機では監視系構成，

時分割交換機では位相同期およびチャンネル位相変換の問題がある乙とを指摘し，その解決案を示し，

乙の解決案にそって構成したテレビ電話の加入者線交換機をモデルとした空間分割光交換機の動作実験

結果について述べている。

第 8 章では，本研究で得られた結果を総括し，残された問題点，今後の課題について述べている。

論文の審査結果の要旨

本論文は光ファイパ通信システムにおける光スイ、y チの適用形態について考察し，要求される性能を

満たす光スイヴチの構成法およびそれらを用いた光交換機についての一連の研究結果をまとめたもので，

主な成果を要約すると次の通りである。

(1) 中継系，加入者系および構内網におけるスイッチの適用形態について考察し，それぞれに使用され

るスイッチの性能条件を明らかにしている。

(2) 中継系の空間分割光交換機用として，望遠光学系を用いた 10><107 トリックススイ、y チを新しく

考案し，従来の方法では実現できなかった 0.95dB 以下の低損失を実現し，その設計方法を明らかに

している。

(3) 加入者系の交換機および保守試験装置に必要とされる 1 >< Nスイッチについて考察し，光ファイパ

相互をV溝lとより高精度で整列させる方式を提案して， 1 x 9 及び 1 >< 93のスイッチを実現し，切換

え損失のバラツキおよび耐久性において要求条件を満足するものであることを確認している。

(4) 構内網には，多モード光ファイパに適用でき， しかも高速切換の可能なスイッチが必要であり， こ

れを光ファイパを圧電体により駆動する方式で実現している。駆動方法に新しい工夫を採り入れ，損

失 0.7dB ，切換速度 0.8 ms を得ている。

(5) 端末にテレビ電話を含む加入者系光通信網モデルにより 発呼から切断に至る一連の光交換動作を

確認している。

以上のように，本論文は光ファイパ通信システムに本格的導入が予想されている光交換機および各種

光スイッチについて多くの新しい知見を得ており，光通信，電子工学の分野の発展に寄与するところ大

である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。

-452-




